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１．概要（Summary） 

膜厚約 50 nmの金属薄膜を蒸着したガラスプリズムに

全反射条件で光を入射すると、特定の入射角度において

伝播光は金属表面の表面プラズモンモードに結合する。

この結合の強度は光の反射率の減衰量から定量化できる。

これを全反射減衰計測と呼ぶ。本研究では、このような全

反射減衰計測に用いる金属膜蒸着ガラスプリズムの製作

を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

スパッタリング装置（芝浦メカトロニクス CFS-4EP-LL） 

 

【実験方法】 

ガラスプリズムにスパッタリング装置（芝浦メカトロニクス

CFS-4EP-LL）を用いて、Ag 薄膜を形成した。プロセス

ガスには Ar を使用し、約 210秒間成膜した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ガラスプリズム（屈折率 1.95）にスパッタリング装置を用

いて、膜厚約 50 nmの Ag 薄膜を形成し（Fig. 1）、引き

続いて蛍光色素 Rhodamine 640 をドープした PMMA  

を薄膜上にスピンコートし膜厚約 1 m の層を形成した。

この試料に波長 632.8 nmのHe-Neレーザー、または波

長 605 nm のパルス色素レーザーを入射し、Ag 薄膜へ

の入射角を連続的に変化させながら反射光の強度変化

を随時計測した。 

Fig. 2 にプリズム / Ag / 色素ドープ PMMA 層の系

において、He-Neレーザーを入射した場合の反射率の入

射角依存性を示す。共鳴角（～ 55）で反射率は急に

減衰するディップを示している。これは、伝播光のエネル

ギーが共鳴的に表面プラズモンモードに移行した結果と

解釈される。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

 
Figure 1 Experimental Sample. ~50 nm 

silver film were deposited on the glass 

prism. 

 

Figure 2 Angular profile of reflectance.  


